



探偵小説の黄金期を支えた “Queens of Crime”の一人である Dorothy L. 
Sayersは、読者の好みの変化や、探偵小説を古典的な謎解き小説から心理小
説へと発展させる必要性に鋭く気づいていた作家である。セイヤーズは “The 












































It was the 30th of December, and he still had no plan. The stately volumes 
on his shelves, rank after rank of saint, historian, poet, philosopher, mocked 
his impotence. All that wisdom and all that beauty, and they could not show 
95
him how to save the woman he imperiously wanted, from a sordid death by 
hanging. And he had thought himself rather clever at that kind of thing. The 
enormous and complicated imbecility of things was all round him like a trap. 
He ground his teeth and raged helplessly, striding about the suave, wealthy, 













































捜査が行き詰まったウィムジーは、自身を Thomas Lovell Beddoesの Death’s 
Jest-Book（1829）に登場する Athulfと重ねていた。アスルフは故意に毒を摂取
して自殺を偽装し、自分が恋敵であることを知らない兄を油断させて刺殺する。
兄を殺した後、アスルフは自身の残虐性を認識し、人でなくなっていく自分に
恐れ戦く。権力維持を欲したミトリダテス王と愛する者を得ようと毒をあおっ
たアスルフと同様に、ウィムジーも探偵として、そして男として、犯人を逮捕
し愛する者を救うために象徴的に「男らしい」毒を摂取しなければならなかっ
た。しかし、この毒は彼に一時的に男性的マスクを与えるだけである。男性と
しての不能性を意識しながら男らしい探偵であり続けるために、彼は定期的に
それを摂取しなければならない。したがって、ウィムジーが真犯人を「長生き
できないミトリダテス」と皮肉を込めて呼ぶとき、それは真犯人の処刑を意味
するだけでなく、やがて Busman’s Honeymoon（1937）で描かれる男性探偵と
してのウィムジーの決定的な破綻をも不吉に予言するのだ。ウィムジー自身も
また短命のミトリダテスなのである。
第一次世界大戦をきっかけとして男性性の不安を経験したウィムジーは、も
はや探偵業を知的ゲームとは見なしてはいない。ウィムジーに内面化する男性
性イデオロギーによる抑圧に着目したセイヤーズは、自身の男らしさを疑った
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ことのなかったウィムジーが知らずに「男らしさ」という毒を摂取すること
で、社会から期待される探偵を演じてきた点を詳かにした。Strong Poisonで描
かれる男性を抑圧するジェンダー・イデオロギーは、男性によって制度化され
た探偵小説というジャンル自体をも刷新する可能性を秘めている。その点で、
Strong Poisonは保守性が指摘されることの多い探偵小説ではなく、探偵小説と
いうジャンルと、規範的なジェンダー観によって下支えされてきた典型的な男
性探偵にとっての猛毒となるのである。
